
令和６年能登半島地震にかかる
日本赤十字社沖縄県支部の活動報告

令和6年2月20日～令和6年2月25日

救護班 第３班



救護班 第３班の活動場所
① 和倉小学校

② 和倉地区コミュニティセンター

③ 田鶴浜地区コミュニティセンター

④ 田鶴浜高校

⑤ 田鶴浜体育館

⑥ 外衆和館

⑦ 崎山集会所

⑧ 西湊地区コミュニティセンター

⑨ 七尾市総合体育館

⑩ 津向町会館

⑪ 中島小学校

⑫ 中島地区コミュニティセンター豊川分館

⑬ 中島地区コミュニティセンター西岸分館

⑭ 鉈打農林漁家高齢者センター

石川県能登中部保健福祉センター

①②
和倉地区

③～⑤
田鶴浜地区

七尾市パトリア

⑪～⑬
中島地区



前班（熊本県支部）からの引継

・小児科医より引継
医療ニーズはほぼない
主に心のケアをやっていた
通水率は71%
コンビニも営業している

・看護師の引継

・ロジの引継



前日夜に巡回リスト、当日朝に任務詳細

1班編成では時間内に全て巡回できないため、2班編成で巡回した



活動拠点まで移動

・6:30-7:00 出発

・雨や雪に気を付けて運転



本部・活動拠点 七尾市パトリア

水洗トイレが
使用可になった

市役所の入っている
ショッピングモール

3階フリースペースで
ミーティング

災害対策本部は金沢市

石川県能登中部保健福祉センター



活動拠点（パトリア3階）

要配慮者の情報共有
歯科が巡回予定

DVTフォロー

・9:00-10:00 ミーティング
本日の任務内容確認
班編成とスケジュール計画



避難所を訪問



避難所アセスメント、要配慮者の診察

・90F 低温やけど(右くるぶし)でフォロー中
テント内がタバコ臭すると連絡があり訪問
「ストレスでテント内で喫煙している」
wheezeⅡ°喘息既往あるが定期吸入薬なし

・89F テント内の不衛生
・87F 食欲不振、腰痛
・57M パニック障害
・発達障害の子どもたち（騒音で周囲の疲弊が強い）

・DWATが常駐していたので、対策を一緒に考えた

・テント内は火事リスクあるためせめて外でと依頼
→2日後の訪問ではwheezeは消失していた



避難所アセスメント、要配慮者の診察

・猫3匹、犬1匹がいる避難所もあった
・排泄や騒音などトラブルなし
・アレルギー者なし
・周囲の人々の表情が明るかった

・2月末で避難所閉鎖となり、他と統合することについて
 不安の声があった。（そちらではペット対応不可。。）



報告（石川県能登中部保健福祉センター）

・巡回した結果を報告
・避難所では湿布含めなるべく処方しない方針（地元へ引き継ぐため）



発災2か月後の被害状況

・道は舗装されている部分が多かったが、まだ凹凸も多い



次班（鹿児島県支部）へ引継

・内科専攻医へ引継



能登ポーズ
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